
 

 

 

 

 
 

学校教育目標：ふるさとを愛し 自他を大切にしながら たくましく未来を切り拓く生徒の育成 

 

 

   

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

会話の時間!! 
 ～蕎麦屋の感想～  
 
 

   

    

  

  

  

 

 

  

「番宣」ではありませんが、今までほとんど見ることがなかったNHKの朝ドラにはまっています。「ばけ

ばけ」です。昨年から話題になっていたので興味はあったのですが、いざ放送が始まると毎日次の展開

が気になります。録画を見るのが帰宅後の楽しみになりました。原作がない完全フィクションで、登場人

物をはじめ史実と違っている点もあるのですが、番組が終わるまで松江そして怪談を愛した小泉セツと

八雲（ラフカディオ・ハーン）の何気ない日常を楽しみたいです。 
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 つながれ！ＫＡＫＥＹＡ！～笑顔の花を咲かせよう～  
コンセプトはＳＤＧｓ、そして伝統文化の継承。保護者そして地域の皆さま、「文化祭・町おこしイベント」にたくさ

んお越しいただきありがとうございました。生徒が企画したワークショップはいかがでしたか。生き生きと笑顔で活動

する生徒の姿に心が打たれ、体育祭の感動とは別の熱いものが胸にこみ上げてきました。子どもたちの力って  

偉大ですね。掛合中の校歌にこめられた「文化花と咲く」、「郷土を興さん」の思いは脈々と受け継がれています。 

そんなこともあって、この連休にオープニングで登場する大亀に会いに行っ

てきました。開基３６０周年だった去年もこの時期に月照寺を訪れています。行

楽シーズンに朝ドラの効果も加わってヘルン旧居や松江城は凄い人。武家屋

敷の近くにある蕎麦屋は見たことのない大行列で、あきらめて違うお店に行くと 

そこも超満員。松江市民がわざわざ並んでまで食べなくてもと思いましたが、

せっかくなのでブームに便乗しました。待つこと約４０分。観光地の飲食店が混

むのは昔も今も同じですが、以前と明らかに違うのは並んでいるときの光景。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

あと、この調査結果では、意外なことに学習時間がわずかながら増えて

いました。勉強でわからないことがあったら「親よりもＡＩに質問する」という

回答もあったので、「スマホで学習」ということでしょうか。皆さん自身、そし

て皆さんのご家庭はどうなんでしょう？ スマホウォッチングの行列を見て

家でそんなことを思いました。 

 

校長のつぶやき㉑（癒しキャラ････!!） 
 

校外学習 
１年 松江自主研修   １１月１３日（木） 

２年 しまなみ海道研修 １１月１２日（水） 

理科室のカメに「テン」と命名しましたが、爬虫類とか昆虫は

苦手です。月照寺の大亀は大丈夫(笑) 体育祭リハ中のマムシ

騒動は退治するのを遠目で見ていました。カエルもダメです。

そんなヘビとカエルが時々「ばけばけ」に出てきて、物語を盛り

上げています。自然界ではヘビはカエルの天敵ですが、ドラマ

の中ではそんな感じは全くありません。２人を見守る癒しキャラ

という設定らしく、もちろんＣＧです････          （つづく） 

 

１年生（松江自主研修）  
ヘルン旧居や月照寺には行きませんが、探

究テーマごとに事業所等を訪問します。インタ
ビューで学んだことを「掛合のまちづくり」に生
かしていきます。往復はスクールバスですが、
市内の移動は公共交通機関を利用します。 

先輩に学ぶ（１年生）  
１年生は入学して７か月。これまで「体育祭」などの大きな行事

だけでなく生徒会の常時活動や部活動で学校を引っ張る先輩

たちの姿を見てきました。先般は英語（２年生）と数学（３年生）の

授業を見学し、取組の姿勢や学習の規律について学びました。

１年後、そして２年後の自分の姿を思い描き、学習に真剣に向

かう気持ちをより確かなものにしてほしいと思います。 
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今年の６月に時計メーカーが行った調査によると、平日・休日ともに親子で一緒に過ごす時間が年々

減少しているようです。調査対象が小学生の子どもをもつ夫婦なので数値的なことは載せませんが、中

学生も同じだと思います。さらに、親子の自然な会話の時間も減っています。もちろん子どもの成長期、

自立などがその要因にありますが、一番は大人も含めて同じ場所にいても個別の活動の時間が増えた

こと、つまりスマホやタブレットの利用増加が影響しています。（←以前から言われているので驚きはしま

せんが････） ただ親子の会話の時間は減っても、その内容は第１位が「友だちのこと」、第２位が「学校

の行事のこと」、第３位は「遊びのこと」で、昔とほとんど変わりません。「物価高」、「防災」、「多様性」、

「サステナビリティ」など社会的なニュースも話題になっています。（←小学生ですよ!! ） 親子の会話が

「世の中を学ぶ時間」として機能しているとしたら、これは凄いことだし、さすが家庭の力だと思います。 

あと、この調査結果ではスマホの利用時間は増えていますが、学習時間も増えていました。わからな

いことがあったら親よりもＡＩに質問するという回答もあったので、「スマホで学習」ということでしょうか。皆

さん自身、そしてご家庭はどうなんでしょう？ 会話がほとんどない蕎麦屋から出て、家でそんなことを考

えました。 

むのは昔も今も同じですが、以前と明らかに違うのは並んでいる人たちの

様子です。みんなスマホを眺めていて、旅行雑誌や地図を開いている人は

ほとんどいませんでした。（←私は人間ウォッチングを楽しんでいました。） 

それはお店に入ってからも同じです。だから旅を楽しんでいる会話はほと

んど聞こえてきません。この光景、セツと八雲の目にどんなふうに映ってい

るのでしょう。ちなみに、相席のご夫婦はパンフレットを見ながら予定を確か

めていたので、少しだけ話しかけてみました。島根は初めてで、「ばけばけ」

もありますが、ずっと宍道湖の夕日が見たかったそうです。３日も４日も夕日

指数は１００だったので、きっと念願がかなって大阪に帰られたと思います。 
どう見ても宍道湖じゃない!! 

２年生（しまなみ海道研修）  
１０月に実施した修学旅行に関わる特別研

修です。サイクリングの距離を短縮し、「伯方の
塩」の工場で塩づくりを体験します。前回は少
雨でしたが、今回は瀬戸内の島々の絶景を見
る予定。保護者様にはお小遣い、お迎え等の
ご負担をおかけしますがよろしくお願いします。 


